
































































































































































があった。7 月 22 日に作成された予科教員
組織の原案には、哲学概論・心理・倫理の教
授として横山の名前が挙がっている。同年
11 月 15 日付で愛知大学の設立が認められ、




12 月 8 日から予科の転入学試験が行なわ

































































































昭和 32 年（1957）夏に炭焼平 27・28・29
号墳の発掘を実施し（22）、翌昭和 33 年（1958）
6 月に東原 4･5･6 号墳（23）を調査した。
古墳の移築　その年の夏休みには東原 5 号



















最後の調査　翌昭和 34 年（1959）1 月、
一宮村の古墳調査（25）に出かけた横山は、風邪
をひいて病臥した。そして胆汁性腹膜炎を併



































































































10 月 7 日付。横山は自身の研究室を「考古学研究
室」とし、そこを拠点に活動していた。この部屋は、
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